
 

 

 

 

 会長挨拶   渡邊 正義 会長 

皆様こんにちは、先日は移動例会という事で永京寺

にお邪魔し普段はあまりやることない座禅をしま

した。なかなか雑念が取れません。私は座禅そのも

のが足、腰が悪いものですから苦しかったです。で

もいい経験でしたし，永京寺が杉妻小学校の発祥の

地とは、感慨深いものが御座いました。又寺の歴史

も６００年前にさかのぼるという事ですから、その

間はいろいろなことがあったのだと思います。大野

様には大変お世話になりました。ありがとうござい

ました。 

本日は第 2530 地区青少年奉仕委員会委員長の大木

和彦様のスピーチが御座います。大木様宜しくお願

い致します。 

私共福島南ロータリークラブは長年福島成蹊高校

とインターアクトとの活動をしておりますが、ここ

２，３年はインターアクト加入者が増えてきており

ます。非常にうれしい事と思っております。子供た

ちと活動していますと大人の私たちも元気をもら

えてとても楽しいです。 

今年も、スポごみ、猪苗代水草除去等様々な場面で

子供達にはお世話になり、又元気ももらっておりま

す。学校にも月１回お邪魔していますが、皆さん挨拶が行き届いており、 

先生たちの指導が行き届いているのが分かります。 

学生時代は勉強、勿論社会に出るための準備期間という事を考えれば、教育とはなかなか難しいも

のがあります。先生方も部活指導でなかなか休みが取れず、家庭サービスもままならないのが現状

です。私の婿も県南の高校で教師をやっておりますが、最初の年は柔道の顧問、それからバレーの

顧問と、忙しい毎日を過ごしております。若いからスポーツ系の顧問をさせられているのでしょう

が、まるで母子家庭のようだと本人も笑っていますが、このままでいいのでしょうか。ようやく部

活動の時間を民間に委託するという話が出ていますが、実現するのでしょうか？昼は授業、そして

それが終わってから部活と休む暇もない毎日です。教師位大変な職場は無いと私は思っていますが、

そういう環境でも先生たちはそこに生きがいを見出しているのが現状です。 

今月の最終日曜日の２８日は、リトルリーグの MLB CUP の福島大会あります。県内５チームが参

加し、上位２チームが東北大会に行けます。是非、お時間のある方は応援宜しくお願い致します。 

これで会長挨拶を終わります。 
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 新会員入会式    渡邊 正義 会長，会員増強委員会 髙橋勇雄委員長 

 

渡邊会長より入会証書が新会員の松本圭司さんに渡さ

れました。 

会員増強委員会髙橋委員長より新会員松本圭司さんの

紹介がありました。 

松本圭司さんのご職業は近畿日本ツーリスト東北福島

支店長さんです。前任の宮城貴志さんの転勤による交代

になります。 

松本さんは前任地で土浦南ロータリークラブに所属さ

れていたとのことです。 

 

 

松本圭司さん挨拶 

皆さんこんにちは近畿日本ツーリストの松本と申し

ます。只今ご紹介頂きました通り旅行会社の方に勤めて

おり 4月 1日付で福島の方に赴任してまいりました。長

く茨城県での勤務でした。福島で働くのは初めてで右も

左もわからない状態です。色々ご指導頂ければと思いま

すのでこれから宜しくお願い致します。 

 

カウンセラーは安斎常克会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ゲストスピーチ紹介    

 

先々週、情報委員会の会員であるパスト会長の鈴木恒

昭さんが青少年奉仕について 10 分間お話し致しました。

ロータリーと言うものは 5 つの活動方針があり、職業奉

仕、社会奉仕、国際奉仕、そして先日鈴木恒昭さんがお話

頂いた青少年奉仕があります。ロータリーは 7 月を除き

重点目標が設定されており、この５月が青少年奉仕委員

会の活動月間ということになっております。今日は地区

の委員長大木和彦様から講義を頂きます。宜しくお願い

致します。 

 

 

 

 



 

 

 

 

ゲストスピーチ 第２５３０地区青少年奉仕委員会委員長 大木和彦様 

皆さんこんにちは、少しの時間お話を聞いて

頂ければと思います。今日は私が地区の方に行

って記憶に残っている所を皆さんにご紹介しよ

うと思ってスライドを準備してまいりました。

２００５年に入会したのは３７歳のころで日本

青年会議所にも所属しておりました。入会して

すぐに幹事を受けました。須賀川ロータリーク

ラブ５０周年事業の後の会長を仰せつかり、会

長もやりながら地区の青少年交換委員会委員に

なりました。青少年交換委員になったのは高校

１年の子供を留学させようかと思いまして面接

をさせまして留学するようになりましたが、高

校２年生は色々な行事（文化祭、修学旅行）が

あり子供としては留学はしたくないとの思いで、留学を１年延期することになりました。青少年

交換委員会もそろそろかなと思っていた時に、インターアクト委員長になって欲しいとなりまし

て委員長を３年勤めました。地区の中では一つの委員会に３年在籍したほうが良いとのことから

私は３年在籍しております。７月から３年目の青少年奉仕委員長になります。「世界に希望を見出

そう」というようなテーマです。このテーマを受けながら世界に人を生み出すためにはやはり青

少年かなと自分なりに都合の良い解釈をしております。 

印象に残っている事を上げますと２０１９

年８月にＲＩマロニー会長が福島に来ること

になり、そこで青少年と関わりもつことを設

けることになりバスを仕立てて青少年と懇談

を致しました。県北のインターアクトクラブ

は優秀です。その中でも選抜して頂けるとい

うことで４名の高校生と懇談して頂きまし

た。 

右の写真はバスの中の写真です。またマロニ

ーご夫妻にお会いした時のお一人桜の聖母学

院高等学校３年鈴木真宝さんの感想を表示致

します。 

「マロニー会長が高校生の私たちに向けてス

マホの画面越しではなく、直接人と向き合っ

て交流すべきとだ」という言

葉を胸にとめこれからもイ

ンターアクターとして活動

して行きたいと決心しまし

た。と感想を述べておりま

す。こういう機会がインター

アクターには欲しいなと思

っております。 

 

 

 

 



 

 

 

 

福島成蹊高校３年菅野采颯さんはふくしま産業賞学

生部門学生奨励賞を個人で唯一受賞した方です。 

県内外の高校生を福島市の料理店に招き、ともに県産農

産物を味わった。農家の思いを知ってもらい、東日本大

震災と東京電力福島第一原発事故の風評払しょくにつ

なげる為でした。 

被災地の高校生を米国に派遣する官民組織「ＴＯＭＯＤ

ＡＣＨＩイニシアチブ」の研修プログラムをきっかけに

福島が抱える課題解決に挑戦しようと考えたそうです。 

新型コロナウイルスあったのであまり活動ができなか

ったのですが福島で開催した事案として、インターアク

ターには地区事業として 3つあります。年

次大会、国際理解研修、リーダー研修の３

つ地区としてやる事業があります。ここで

は東稜高校の時にスポンサーロータリー

クラブは福島ロータリークラブでこの時

の会長は右近さんでした。この時の状況を

皆様に見て頂きます。場所は青少年会館で

開催したインターアクトクラブ第２６回

年次大会です。ここに参加してそれぞれの

学校がどのような活動をしているかとい

うのを説明を事例として皆様にお話しし

ていきたいと思います。 

 

一泊で青少年会館に宿泊し研修をしました。上の右側の写真の男の子２人は喜多方一中インターア

クトクラブの方です。インターアクトクラブは現在２２ありまして中学校は船引中と喜多方一中に

なります。泊りがけで中学生と高校生が一緒になって自分たちの活動を報告しあいながら交流を深

めてさらに活動をしていこうモチベーションを持って帰ってもらうという内容になっております。 

国際理解研修という名称の前は地区内研修という名称で言っておりました。以前は韓国とか台湾と

かに学生を派遣して海外の交流をしておりました。今はそういう風なことはなく、例えばお金をか

けながらブリティッシュヒルズとかに泊まったりとかしていました。現在は予算の関係で実施して

いません。地区内から来てもらって交流をしています。この時は地区外（大阪第２６６０地区から

開明中高インターアクトクラブ）からも来ていただいきました。ここの顧問の三本杉先生が成蹊高

校の前のインターアクトの顧問の先生だったというご縁で開明中高インターアクトクラブは大阪

中之島ロータリークラブと大阪東ロータリークラブと合同のスポンサー、２つのクラブでスポンサ

ーをしているインターアクトクラブになります。福島成蹊高校鈴木智美先生と開明中高の三本杉先



 

 

 

 

生の交流があって今度８月１日から３日にかけて第２６６０地区のインターアクト６０名以上、第

２２６０地区のロータリアンが６０名以上、１名に対して１名のロータリアンが福島に訪れて交流

して頂く予定です。福島南ロータリークラブの皆様にもお手伝いお願いすることになると思います。

第２６８０地区瀧川一高校インターアクトクラブ、ここの顧問の先生は衛生クラブの会長もやって

いるインターアクト出身のインターアクトの顧問の先生です。ここは日本一のインターアクトクラ

ブだといわれております。そこで行くのが三春にある交流館、集会所に泊まりながら被災者の方の

お話しを聞きながら夜には第２５３０地区で第２６６０地区のインターアクトに様々なプレゼン

をしながら交歓を進めていく予定です。 

私の気に入っているインターアクトク

ラブの活動は相馬農業高校インターア

クトクラブです。昨年の１１月３日に

秋市というイベントがあってバザーで

インターアクターがポリオ募金の商品

販売をしたことです。 

この事業はロータリアンの会社のカッ

ト野菜販売でカボチャの売れない部分

を相馬農業高校インターアクターに活

用方法の相談をしたのがはじまりで

す。インターアクトクラブがカボチャ

のパウンドケーキを作ろうということで捨

ててしまうところを利用しパウンドケーキ

を作り販売し販売代金を募金の原資にあて

る。この活動を通しながらポリオの理解をイ

ンターアクターと市民に広めて食品ロス、フ

ィールドワーク、コミニケーションとか仕組

みを取りながら活動の資金ににもなり得ま

す。つぎにはトルコ、シリアの募金をするこ

とになっております。 

この写真（右下側写真）は何を示している

かと言うとインターアクターがロータリー

に募金をお願いしている写真です。インター

アクターが国際的に支援したいからスポンサ

ークラブに募金をお願いしますといううこと

でロータリアンが募金をしたということにな

ります。日本の場合は学校型のインターアク

トクラブになります。世界には社会型インタ

ーアクトクラブということで学校の顧問に頼

らずにカウンセラーは必ず付きますが地域の

子どもたちでインターアクトクラブを作って

いるケースがあります。そこはバザーなどを

やったお金を原資にそれを活用しながら国際

理解の活動に移している。日本のインターア

クトクラブは実は過保護に育てられてきてい

るのかなと感じておりますが、この活動に関してはバザーによる原資を得ながらそれを回していく

ということで上げさせて頂きました。 

インターアクトクラブもロータリー賞があります。ぜひロータリー賞に挑戦して頂きたいと思いま

す。これはザベリオ学園のインターアクトクラブが会津若松西ロータリークラブの青少年奉仕委員

長が熱心にやりながらロータリー賞を取るプログラムを進めた事を紹介致しました。 



 

 

 

 

その他にＲＹＬＡ（ロータリー青少年指導者養成プロ

グラム）があります。左の写真は第４１回ＲＹＬＡ研

修会を実施致しました。 

今回のテーマは原発の処理水の話で福島に住んでい

る経産省の方の話とアンガーマネージメントの話と

海外の経験のお話しと組み合わせたものになります。

全国では熱心というか進んでいる地区では第２６８

０地区では３泊４日の無人島で実施するプログラム

もあります。当地区では１泊２日で今のところ開催し

ております。インターアクト、ＲＹＬＡとやってきま

すが、今回ＲＹＬＡやっていきたいことは、ＲＹＬＡ

ニアンから例会に呼んでどうだったかを聞く機会を

設けたいと考えております。今回はローターアクト年

次大会にＲＹＬＡニアン来ないかと声をかけたところ１名参加

希望者がおりました。たった１名ではありましたが、４月に実

施したＲＹＬＡに声をかけてオフ会をやろうという話をしてお

ります。またＲＹＬＡニアンに次のＲＹＬＡメンバーを推薦頂

いても良かったのではないかと思っております。自分が経験し

たことを誰かにつなげていく事があってもよいのではないかと

思っております。青少年会議もありますのでそこにも出席して

頂けるようにしたいと思います。ぜひＲＹＬＡニアン、ＲＹＬ

Ａニアン卒業生には次のステップのプログラムを受けて頂ける

ようにお願い致します。交換もあります。この地区で経験した

ことが東京で新たにロータリーとして入っていくということも

あります。このような事をやっていると危機管理が必要になっ

てきます。色々な問題が出た時にこのような組織を皆さんで支

えながらやっていきます。 

この間石川県珠洲市で地震がありました。地震の際メール配

信ありましたものを紹介させて頂きます。 

安否確認のメールです。危機が来た時安否確認を実施し報

告しなければならない。という事案です。 

 

私の考えるところはクロスプロモーションということ

でインターアクト、ローターアクト、ＲＬＹＡ、国際青少

年交換それに米山奨学生をミックスした状態で交流を深

めて進めていくということでうちの地区は青少年会議が

必要だということで青少年会議を実施しています。これを

きっかけに船引中学校では米山奨学生と交歓会をしたり

しました。私の好きなＲＩテーマは「ロータリーは光の扉

を開く」、ロータリアンとして青少年に色々な機会を与え

ていきたい東日本大震災があって原発事故があってそし

てコロナを経験した若い人たちにこの機会を提供すると

いうところが感じています。青少年奉仕は常に育てる奉仕

ということで皆様には引き続き成蹊高校をはじめとした

インターアクターそして交換事業とＲＹＬＡ引き続きご

支援、ご指導の程、ご協力の方、あとは何かありましたら

呼んで頂いてお話しさせて頂ければと思っております。 

ありがとうございました。 


